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起らない平凡なシーンだと言えよう。そして「僕」の夢の世界を見てみると、 現実との関連がより明確になる。 小人がはじめて登場する 「僕」の
夢の中には、ポータブル・プレイヤーやレコードといった現代的な




































  「踊る小人」が書かれた一九八四年は、敗戦後に始まった急速な経済発展がピークを迎えたバブル時代の始まりであった。横尾和博は日本の「企業社会の国家としての顔が公然と登場する」のは一九八〇年代だと述べ、さらに生産と消費のシステムに基づいている資本主義社会の特徴 して「新しいモノが続々 開発され生産される」ことを挙げる。（１４）
なお、「ついこの前まで私たちの前に現れたことのなかった、ビ















































において当時の高度資本主義社会とその消費文化がパロディー化されていることを確認す ならば、物語は最終的に、その社会を生きている個人＝「僕」のアイデンティティや個性化を問題とした作品であることが窺える。 の関連性は更に「象」というモノによって強調されている 考えられる。なぜならば、「踊る小人」の発表の翌年に刊行された『世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド』からより明確になるように、村上の初期作品群において「象」そして「象工場」は
一つの重要なモチーフとなり、個人の心やアイデンティティを体現




















































































識と言うポジティブなものである すれば、小人は必ずしも悪霊的存在ではないと考えられる。小人が体現しているのは、自己表現（個性やアイデンティティ）が限定されてい 状況や社会に現れる、個人の中に沸いてくる、この不快な状態から逃げ道を提案す 力、思想はないかと思われる。
 
ただし、逃げ道がポジティブなもの（例えば新しい宗教や政治的運
動など）として現れて来る っ も、この小人、または小人が体現する思想や運動 どが持つ危険性を忘れてはいけ い。「僕」は、小人を体内に入らせ、自分の体を小人に譲るなら 何も考える必要がな
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る「現実」がバブル化し始めた一九八〇年代の日本社会だとすれば、本作品に取り扱われているアイデンティティの問題が当時の事情を反映してい ことが窺える。ストレチャーは村上文学 おける一つの中心的なテーマとしてアイデンティティ問題を挙げるのだが、それは村上自身のみではなく、村上の世代が共有して る問題として把握すべきだと論じる。
（２０）
戦争の苦しさを経験したことがない村上（の世代）に
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